
2022年度  日本社会事業大学専門職大学院  福祉実践フォーラム

2022年 10月 16日（日）13:00~16:30日時

400名（先着順）【オンライン250名・対面（会場）150名】定員
参加費無料
手話通訳付

sola city Hall
オンライン：本学指定のZoom会場 ID場所
対面（会場）：御茶ノ水ソラシティ

※社会情勢の変化により、会場申し込みされていてもZoomによるオンライン視聴のみになる可能性があります。

プログラム

13:05    開催趣旨説明
古屋 龍太（本学専門職大学院  教授）

13:15　基調講演
当事者と専門職の協働 ― 共同創造（コ・プロダクション）とは何か

宮本 有紀さん（東京大学大学院医学系研究科  准教授）

14:05　シンポジウム

共同創造を考える ― 当事者と専門職の協働の実践から
●シンポジスト

佐々木 理恵さん

  中村 みどりさん（Children’s Views & Voices  副代表）

前田  隆行さん（特定非営利活動法人町田市つながりの開  理事長）

●コメンテーター

宮本 有紀さん

●進行

古屋 龍太

共同創造を学び、その可能性を考える

16:30　閉会

（東京大学医学部附属病院精神神経科
ピアサポートワーカー）

（東京大学大学院医学系研究科  准教授）

さ さ き り え

馬場  拓也さん（社会福祉法人愛川舜寿会　常務理事）
ば ば やたく

むらなか

まえ だ たかゆき

ふる や た　りゅう

みや ゆ きもと

みや ゆ きもと

ふる や た　りゅう

カンファレンスセンター2階

共同創造を学ぶ一歩として

協働
共生社会　　　をめざす
当事者と専門職の

休憩10分



http://www.jcsw.ac.jp
jcsw　フォーラム 検索

　今回のフォーラムでは、当事者と専門職の「協働」を、「コ・プロダクション（共同創造）」をキー
ワードに考えます。「コ・プロダクション」はもともと公共サービスの領域で提起された概念です
が、近年は様々な領域で、サービスの提供と管理に当事者が参画する理念と方法として注目されて
います。
　これまで日本では、専門職主導のサービス提供が当たり前に行われてきました。その一方で、当
事者を支援の対象と限定するのではなく、協働のパートナーとして位置づけ、施策やサービスを協
議する場も設けられてきています。今後は、専門職の思考の枠組みを転換し、当事者とより対等に
相互の力を活かしながら、サービスの質を向上させる方途を探ることが期待されます。
　あなたは「コ・プロダクション」をどのように解釈するでしょうか？あなたにとっての「共同創
造」とは何を指すでしょうか？今回のフォーラムでは、各分野の先駆的な実践事例の報告を通し
て、「共同創造」を一緒に学び、その可能性を考える一歩としたく思います。多様な現場の実践者の
方々のご参加をお待ちいたします。

概要

アクセス申込方法

電話・FAX・郵送によるお申込みは受け付けておりません。

対面の方へは、別途、当日の参加方法をお知らせいたします。

JR 中央線・総武線「御茶ノ水」駅  聖橋口から徒歩1 分

東京メトロ千代田線「新御茶ノ水」駅   B2 出口【直結】

東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水」駅 出口1 から徒歩 4 分

本学ホームページの申込URLよりお申込み下さい。

https://www.jcsw.ac.jp/skillup/extension/
kouza/jissen-forum.html

御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター2階
sola city Hall先着順に受付し、定員になり次第締め切りいたします。

内容・スケジュール等は変更になる場合がございます。
ご了承ください。

障害等のため特別な配慮が必要な方は、申込時に配慮内容を
ご相談下さい。

〒101-0062東京都千代田区神田駿河台4-6

オンラインの方は、1週間前を目途に、資料を登録したご住所
にお送りします。 不着の場合はご連絡下さい。

※ご記入いただいた個人情報は、参加者名簿作成、案内書等の送付、緊急時の連絡、
　本学が開備する同様のイベント案内以外には利用しません。

その他

本学ホームページ上部 「社会人のスキルアップ」→
　「専門職大学院」の「福祉実践フォーラム」をクリック

*

*

*

*

オンライン受講者は、各自におけるインターネット環境及
びノートパソコン等（マイク・カメラ付）が必要となります。

〒204-8555   東京都清瀬市竹丘 3-1-30
日本社会事業大学大学院教務課　福祉実践フォーラム事務局

E-Mail : inkyoumu@jcsw.ac.jpTEL:  042-496-3105

問合せ先

全国生活協同組合連合会助成事業
事業名：「当事者参画・協働に基づく地域共生社会の共創（コ・プロダクション）に向けた啓発事業」
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